
（別紙４）

～ R7年12月31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ R8年1月31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ R8年1月31日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童発達支援事業所とはまた違う環境で過ごす児童が混乱な

く過ごせるよう上手く橋渡しができる支援を意識して行って

いく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 多機能型事業所ルアナ御幸町(保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 R7年12月５日

○保護者評価有効回答数

R8年1月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R8年1月10日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

同事業所の児童発達支援を利用している児童が保育所等訪問支

援を利用している為、保護者との関係性もあり、児童の特性も

概ね把握しているので支援に入りやすい。

訪問先の先生方へ児童発達支援での様子や特性、関わり方など

をわかりやすい言葉や行動でアドバイスを行えている。

訪問先との関係構築が上手くいっている 訪問時に、訪問先の先生方の話や相談を丁寧に聞くことを心が

け、訪問時以外でも気になった時には電話等で情報共有や相談

を受け不安なく児童を受け入れてもらえるようサポートしてい

る。

事業所における自己評価総括表公表


